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現在，年末の英文号発行に向けて査読が進行しており

ます。予想外に多い，16編の投稿をいただき，独立した

一号を作るだけの数の論文が集まるか心配していた編集

委員一同，ひとまず胸をなでおろしております。

本学会が英文誌を発行することには，いくつかの意義

があると思います。ひとつには，学問の世界にいる人間

にとって，最近，英文で論文を発表することが必須にな

ってきたことがあります。公衆衛生学は境界領域的な要

素の強い学問ですが，その研究者は，わが国での場合，

ほとんど医学部・医科大学に属しているため，他の医学

の領域と同じように，英文での業績を求められます。し

かし，海外の雑誌に投稿するのは敷居が高く，その雑誌

の読者がそもそも日本の現状に興味を持たないだろうと

いう理由で却下されてしまうこともしばしばあります。

その意味で日本で発行される英文誌があるというのは，

とくに研究を始めたばかりの若い人にとっては，たいへ

ん励みになると思われます。

あとひとつは，わが国は公衆衛生学という点で，世界

に情報を発信する立場にあるということがあげられると

思います。第二次世界大戦後に急速に健康水準を向上さ

せたこと，経済発展にともなって深刻な環境問題を経験

しそれへの対応をおこなったこと，さらに最近では，世

界に前例のない少子・高齢化社会に対策をせまられてい

ること，などはわが国の特徴であり，とくに，アジア諸

国においては，経済発展にともなって将来わが国と同じ

ような健康問題を生じることが予想されるため，こうし

た日本の経験と政策が参考になると考えられると思われ

ます。このような観点から，わが国の情報を世界に発信

することは非常に有意義だと思います。

もちろん本誌は研究者だけのものではなく，実践活動

についての現場の会員の経験を発表する場としても重要

であると思います。英文号発行は以上のように有意義な

決断だったと思いますが，同時に，活動報告をはじめ，

多くの会員の実践に有益な情報を発信していくという本

誌の機能も引き続き果たしていきたいと願っております。

（甲斐一郎）
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